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宫本 百合 子 



おそわれて、 どうぞそう なりません 様に と 思う 傍ら、 

いなずま 

電 の 様に 避病院の 黒 馬車と、 白い 床の 中に 埋まって 

居る 瘠せ ほうけ た 宫部を 一 様に 思い 浮べ て 居た。 

今まで 通って 居た 便所に 消毒薬 を 撒いたり、 薬屋に 

(二字 分 空白) 

□ 口 錠の 薄める 分量 をき いたりして ざわざわ 落つ 

きのない 夜が 更ける と、 宫 部の 熱 は 九 度 一分に あがつ 

てし ま つ た。 

台所で は 二つの 氷嚢に 入れる 氷 を かく 音が 妙に 淋し 

く 響き 主 夫婦 は、 額 をつ き 合わせて 何 か 引きし まった 

顔 をして 相談して 居る の を 見る と 娘 は、 じいつ として 

居られない 様な 気持に なって、 何事 も 手に つき かねた 



の 熱 は、 夜に なっても 別に あがり もしなかった。 

それでも 病人の 部屋の わきの 竹縁に 消毒液 をと いた 

( 一 字 分 空白) 

金 口 がな らんで あったり、 氷の 音が したりす ると、 

皆 は、 いやな もの を さしつけられた 様な 気持に なって 

不安げ な つ ぶ やきが 低く 起 つ た。 

それから 一 ニニ 日 は 何の 変り もな くって 退屈に 立 つ て 

(ママ) 

行った が、 五日 目に 七 度 二分に 熱 つた 時には、 皆が 

もう 生き返 つ た 様な 面差しに な つ て、 

「もう 大丈夫で すよ、 ええ。 

チブスなら、 どんな 事が あつたって 今頃 下る つて 

云う 事 はない のです。 



それに、 先生が 云って いらっしゃった けれど、 何 

にも 下熱 剤 をつ かつ てない と 云 うんです もの。 

まあまあ 何よりで したねえ、 

今夜から よく ねられる 様になる でしよう。 

主婦な ど は、 そう 云って 自分の 事の 様に 喜んで、 わ 

ざ わざ、 宫 部の 部屋まで 出かけて、 

もう 大丈夫 だから 安心して 早くよ くお なり。 

となぐ さめて 居た が、 六日 七日と 立つ につれ て 又 元に 

戻った 熱 は 下り 様と もし なくなった。 

不安が また 人の 心に はびこり 出した。 

( 一 字 分 空白) 

どうも、 変 だと 云って □ の 反応 を しらべた 医 
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